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研究成果の概要（和文）：　2194例の大学生について、大学入学時に人格特性の評価としてTemperament and 
Character Inventory (TCI) と抑うつ症状の評価としてPatient Health Questionnare-9 (PHQ-9)を施行し(T1)
 、3年後の大学4年時(T2) に抑うつ症状の評価としてPHQ-9を施行して抑うつ症状、自殺関連念慮に関連する要
因を検討した。多重ロジスティック回帰分析では、T2における大うつ病エピソードと自殺関連念慮はT1における
うつ病エピソード、自殺関連念慮、人格特性として低い自己志向が関連していた。

研究成果の概要（英文）： The subjects were 2194 university students who completed the Temperament 
and Character Inventory (TCI) and the Patient Health Questionnare-9 (PHQ-9) in the 1st year (T1) and
 the PHQ-9 in the 4th year (T2) of university. The multiple logistic regression analysis of major 
depressive episodes and suicide-related ideation at T2 revealed that depressive episodes, 
suicide-related ideation, and low self-directedness score at T1 were significant predictors. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、うつ病は中年期のみならず青年期にも多く発症するようになってきている。このため、青年期のうつ病
の発症に関わる要因について検討することは重要と考えられる。今回、大学入学時と3年後の大学4年時について
縦断的に抑うつ症状について検討したところ、大学4年時の大うつ病エピソードと自殺関連念慮には、大学入学
時のうつ病エピソード、自殺関連念慮と人格特性として低い自己志向が関連していることが推測された。これ
は、青年期のうつ病の発症予防、ひいては自殺対策にも寄与するものと思われ、学術的、社会的意義は大きいと
考えられる。
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1. 研究開始当初の背景 
 平成 10年に自殺者は年間 3万人を超え、全国的に自殺対策の取り組みがおこなわれるように
なってきている。また、平成 8年からは自殺による死亡は大学生の死因の第一位を占めている。
心理学的剖検によると、自殺者の 90%以上が生前に精神疾患に罹患していたとされ、その中で
もうつ病などの気分障害の罹患は重要と考えられる。10 代後半から 20 代前半は、自殺念慮、
自殺の計画、自殺関連行動が最初に起こるリスクが高いことが指摘されており、青年期のうつ
病の発症に関わる要因について検討することは、自殺対策の観点からも重要と思われる。 
 人格特性はうつ病の発症や自殺関連行動に影響を及ぼすと考えられる。我々がおこなった大
学生での Temperament and Character Inventory (TCI)で評価した人格特性と Patient Health 
Questionnaire-9 (PHQ-9)で評価した抑うつ症状についての横断面的検討では、TCI で損害回避
が高く、報酬依存が低く、自己志向が低く、協調が低いことが大うつ病エピソード関連してい
た。しかし、更なる縦断的検討が必要と考えられた。  
 
２．研究の目的  
 大学入学時に TCI により評価された人格特性と PHQ-9 により評価された抑うつ症状が、3 年
後の大学 4年時の PHQ-9 により評価された抑うつ症状にどのような影響を与えるか縦断的に検
討する。特に、自殺関連念慮にどのように影響するか検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)対象 
 大学入学時(T1)とし、3 年後の大学 4 年時(T2)とし、T1 で TCI による人格特性評価と PHQ-9
による抑うつ症状評価を受け、T2で抑うつ症状の評価を受けた 2194 例を対象とした。 
 (2)評価尺度 
○1 TCI 
 TCI は、Cloninger により作成された自己記入式の人格特性評価尺度である。本研究では木島
らにより作成された日本語版 125 項目短縮版を 4 件法で使用した。TCI では気質の 4 次元（新
奇性追求、損害回避、報酬依存、固執）、性格の 3次元（自己志向、協調、自己超越）を評価す
る。 
○2 PHQ-9 
 PHQ-9 は抑うつ症状を評価する自己記入式尺度で、プライマリーケア受診者、専門医受診者
において、そのスクリーニングとしての機能は確立されている。アルゴリズム診断では、大う
つ病エピソード、その他のうつ病エピソード、うつ病エピソードなしに分類される。本研究で
は 9項目目の自殺関連念慮が 2週間で数日以上の例を自殺関連念慮ありとした。 
(3)統計解析 
 大うつ病エピソード群、その他のうつ病エピソード群、うつ病エピソードなし群での TCI 得
点の解析はANOVAを使用し、post hoc解析としてTukey’s honest significant difference test
を使用した。大うつ病エピソードと自殺関連念慮の予測として多重ロジスティック回帰分析を
使用した。予測変数として性別、T1での大うつ病エピソード、T1 での自殺関連念慮、TCI での
自己志向得点、TCI での協調得点を使用した。さらに、recursive partitioning analysis をお
こなった。大うつ病エピソードの予測としては、T1での PHQ-9 のサマリー得点、TCI での新奇
性追求得点、損害回避得点、報酬依存得点、固執得点、自己志向得点、協調得点、自己超越得
点を独立因子として使用した。自殺関連念慮の予測としては、T1 での PHQ-9 のサマリー得点、
T1 での PHQ-9 の 9項目目の自殺関連念慮、TCI での新奇性追求得点、損害回避得点、報酬依存
得点、固執得点、自己志向得点、協調得点、自己超越得点を独立因子として使用した。第一段
階として PHQ-9 のサマリー得点 5 点以上で 2 群に分け、G2 により 4 群に分けた。有意水準は
p<0.001 とした。 
 
４．研究成果 
 PHQ-9 によるアルゴリズム診断で T1 での大うつ病エピソードは 2.0%に認められ、自殺関連念
慮は 5.1%に認められた。T1 での PHQ-9 のサマリー得点、大うつ病エピソードの割合、自殺関連
念慮の割合で性差は認められなかった。T2での大うつ病エピソード群は、その他のうつ病エピ
ソード群、うつ病エピソードなし群と比較し T1での PHQ-9 のサマリー得点が有意に高かった。
また、大うつ病エピソード群では、その他のうつ病エピソード群、うつ病エピソードなし群と
比較し自殺関連念慮を持つ割合が高かった。大うつ病エピソード群は、うつ病エピソードなし
群と比較し TCI での損害回避が高く、自己志向が低かった。その他のうつ病エピソード群でも
うつ病エピソードなし群と比較し TCI での自己志向は低かった。大うつ病エピソード群とその
他のうつ病エピソードなし群との間では TCI における差はなかった。 
 多重ロジスティック回帰分析では、T1 での大うつ病エピソードと自殺関連念慮が T2 での大
うつ病エピソードの予測因子となった。The area under the curve (AUC) は 0.858、adjusted 
R2 は 0.224であり、感度 76.5%、特異度 81.5%であった。T2での自殺関連念慮では AUCは 0.741、
adjusted R2 は 0.107 であり、感度 76.0%、特異度 62.4%であった。 
 Recursive partitioning analysis では、T1 での PHQ-9 のサマリー得点が 15点以上であると
T2 での大うつ病エピソード割合が 38.5%と高かった。一方、T1 での PHQ-9 のサマリー得点が 5



未満でTCIでの自己志向得点が51以上の場合はT2での大うつ病エピソードは0例と低かった。
T1でのPHQ-9得点が5以上でPHQ-9の 9項目目の自殺関連念慮が1以上の場合は、T2でのPHQ-9
の 9項目目の自殺関連念慮が 1以上となることが 31.7%と高かった。また、T1での PHQ-9 のサ
マリー得点が 2未満であると T2 での自殺関連念慮は 1.2%と低くなった。 
 以上のことから、大学入学時の大うつ病エピソードと自殺関連念慮が 3年後の大学 4年時の
大うつ病エピソードと自殺関連念慮を最も予測する因子になることが推測された。また、人格
特性としては低い自己志向が 3年後の大うつ病エピソードと自殺関連念慮を予測することが推
測された。逆に高い自己志向は大うつ病エピソードの発症に保護的に作用すると考えられた。 
 今回の検討では、大学入学時の大うつ病エピソードは 2.0%、大学 4年時の大うつ病エピソー
ドは 2.3%であったが、大学入学時に大うつ病エピソードのあった例では、その 27.3%が大学 4
年時に大うつ病エピソードが認められた。多重ロジスティック回帰分析でも大学入学時の大う
つ病エピソードが大学 4年時の大うつ病エピソードの予測因子となっていた。一般人口におい
てうつ病の既往が将来の大うつ病エピソードの発症の危険因子になることが指摘されているこ
となどを考慮すると、大学入学時にうつ病エピソードのスクリーニングをおこなうことは、入
学時点での治療的介入をおこなう機会を得ることともに、将来のうつ病エピソードの発症に備
える意味でも重要と考えられた。 
 人格特性の観点からは、大学入学時の低い自己志向が大学 4年時の大うつ病エピソードと自
殺関連念慮を最も予測していた。自己志向は、自己決定や状況を調整して目標や価値など選び
取る能力とされるが、これは、抑うつ症状と負の相関をするという報告もある。Recursive 
partitioning analysis からは、高い自己志向は将来のうつ病エピソードの保護因子なること
も示唆されたことから、自己志向を高める介入はうつ病の発症を予防する可能性があるかもし
れないと考えられた。 
 本研究は、大学生において縦断的にうつ病エピソードと自殺関連念慮の予測因子について検
討したものであるが、これらについて人格特性の評価として TCI と抑うつ症状の評価として
PHQ-9 を合わせて検討した研究は国内外においてもないものと考えられ、その意義は、大きい
と思われる。 
 今後は、今回得られた知見を基に、入学時にうつ病エピソードや自殺関連念慮が認められて
いる例に早期に有効に介入する方法の開発やうつ病エピソードに対して保護的に作用すると考
えられた人格特性としての自己志向を高めていく介入方法の開発など試みていきたい。 
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